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Abstract
The length of the abstract should be within 150 or 100 words. In abstract, the subject of the paper, the methods, results and discussions should be summarized concisely. ･･････････････

Keywords: Particle size classification, Dielectric fibrous filter, Fine grinding mill, Distinct element method
1. 緒言
このテンプレートは「粉体工学会誌」に論文，研究ノート，総説／解説，技術資料などを投稿する際の具体的な書式を例示する。
このテンプレートに直接文章を書き込むことで，「投稿の手引き」に基づいた書式に準拠した原稿を作成することができる。
2. 実験方法
2.1原稿の基本構成

論文の場合は，本文を 1. 緒言，2. 実験方法，3. 実験結果および考察，4. 結言 のように章立てする。他の記事の場合も各章に通し番号と適切なタイトルをつける。その他，Abstract，Keywords，Nomenclature，References，Tables，Figuresなどが必要である。
2.2 用紙設定

用紙サイズはA4 判 1 ページとし，余白は左右上下 30 mm とする。文字数は35 字 × 24 行，フォントサイズは 12 ptとする。日本語は明朝系フォント，英文字，数字はTimes New Romanフォントを用いることを推奨する。
ページ番号はフッター中央に記載する。
3. 実験結果および考察

3.1 引用文献
引用文献は登場順に番号をつけ，文中で次のように示す[1]。後にReferencesの項で示すように一覧表にする[2]。 
数式
すべての数式の右端に(1), (2), …のように通し番号をつける。本文中ではEq. (1)，Eqs. (1), (2)のように表記する。
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3.3 図表番号

本文中の図，表番号は初出のみ太字でFig. 1，Table 1のように記載する。再出の場合はFig. 1，Table 1とする。
3.4 単位
国際単位系（SI）を使用する。

4. 結言
このテンプレートを用いることで，「投稿の手引き」に準拠した原稿を作成できることが明らかとなった。
Nomenclature
Cp 
: constant in Eq. (3)
[m]

G
: Gibbs free energy
[J/mol]

u 
: fluid velocity
[m/s]
ε 
: porosity
[–]
μ 
: viscosity
[kg/(m･s)]
Subscript

ads 
: adsorbent

s 
: steam
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Figure and Table captions
Fig. 1
Percent aggregates of Sample A and Sample B as a function of ionic strength
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Atomic compositions of samples
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